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栄町通クリーン 作 戦

阪急電鉄・花隈駅と地下鉄海岸線・みなと元町駅から中突堤客船乗り場へ
地元の要望で、波形ウエーヴの歩道を実現したマリンロード（元町ストリート白書⑯）
町通４丁目と５丁目の境目になる
南北の通りをマリンロードという。

マリンロードの名称は平成２年１０月、
元町４・５・６丁目商店街振興組合、元
栄海４丁目町内会、元町通５丁目自治
会の総意で協議会に提案された。
　平成３年５月に開いたタウン協議会
の専門委員会で、マリンロードの名前は、
将来の中突堤再開発を見越しての愛称
であるが、花隈駅前通商店街会長の阿
部功一から、日本火災跡地（現こうべま
ちづくり会館）及びウォーターフロント
開発の結果を見守り再度検討してはと
の発言で、いったん白紙に戻したものの
同年７月、協議会定例役員会で、各団体
の会長、理事長の賛同を得、同年８
月「マリンロード」の名称は、神戸市とし
て正式な通り名に採用された。
　名前はきまったものの、道路整備の
動きはなかった。マリンロードではじめ
てクリーン作戦を実施したのは平成９年
９月１８日。実施したのは花隈通駅前商
店会を中心に、栄町通、海岸通の沿道
企業、元町５丁目商店街の協力者に神
戸市の関係者など総勢２１名が参加し
た。マリンロード沿いの店からチャイナ
ドレスの従業員、ネクタイ姿のビジネス
マンなどが集まり、ごみや空缶、タバコ
の吸い殻のほか、電柱に貼りつけられ
た不動産や風俗店、サラ金業者のチラ
シなどをはがすのに汗をかいた。
　クリーン作戦を契機に阿部功一は、
道路整備の窓口となるマリンロードを考
える会を結成する。平成１１年度の神戸
市によるマリンロード整備計画には、商
店街との交差部は歩行者優先とし、車
のスピードを抑える配慮などの考えも添
えられていた。これをうけてマリンロー
ドを考える会は平成１１年３月、沿道の

会員を集め意見を集約、地元としての要
望を１０項目にまとめ提出する。

協議会からの要請をうけ、中央幹線か
ら海岸通りまでの歩道は、すべて波形
につくられ、街路樹にこぶしを配し、街
灯も設置して完成した。

リンロードが完成して１年後、協
議会は地元の人を対象に、改装

後の道路によせる思いをアンケート方式
により調査し
た。「まあまあ」
を含めてよく
なったとする人
が９４％で、主
な理由として、
街灯で明るく
なった、歩道が
広くなった、路
上駐車しにくく
なった、の３点
をあげている。
　中央幹線か
らマリンロード
を南に下ってみ
る。東側には洋

食店、焼鳥屋、ケーキ店、野菜屋、ペン
キ屋、占い、商店街をこえてまちづくり
会館、マンション。走水通を超えるとみ
なと元町駅、乙仲通までの間には和田
興産、貸しビル、乙仲通から海岸通ま
での間には、マンション建設予定地、
海運会社が並ぶ。

側は薬局、飲食店、古美術商。
元町商店街を超えるとカフェ、

家具店、ランドセル屋、新聞舗、走水通
から栄町通の間には駐車場、その１階
にコンビニ。栄町通と乙仲通の間はマ
ンション、駐車場、西洋料理店。乙仲
通から海岸通までの間にはバイク店、
クリーニング店、港湾運送業者、レスト
ランが並ぶ。
　中央幹線に阪急花隈駅、栄町通に
地下鉄海岸線のみなと元町駅、通りと
連続性はないが、中突堤船客待合所
へは最短距離にある。３つの駅を結ぶ
マリンロードの現在である。
(㊟通りの情況は平成29年はじめに見た状況で
あることをおことわりしておく)

西

マ

元
車道を狭め歩道を広くは、地元が希
望していたもの
元町商店街との交差部は、商店街通
行歩行者を優先する
歩道幅は最小でも２.５メートルとする
マリンロード全体の歩道形式は統一
歩道はマリンロードの名前にふさわし
い波形で特徴をだすように
歩道面に、××方面を示す埋め込みの
サインボードの設置を
通行量の多い歩道部に、案内板を
足元を照らす歩道照明の設置を
車止めは、マリンロードらしく船止め
形に
車止は、照明を兼ねる設備を
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時
の
経
過
を
へ
て
、
時
代
の
要
請
に
応
じ
た

出
版
物
に
挑
戦
す
る
書
店
が
登
場
す
る
。
明
治

二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
、
熊
谷
久
栄
堂
で
は

た
ら
い
て
い
た
川
瀬
光
吉
が
、
元
町
通
一
丁
目

で
開
業
し
た
川
瀬
日
進
堂
で
あ
る
。

　
光
吉
は
、
教
科
書
や
そ
の
関
連
の
本
を
は
じ

め
、
幅
広
い
書
籍
の
販
売
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き

た
が
、
書
物
を
売
り
歩
く
な
か
で
興
味
を
ひ
い

た
の
は
、
開
港
の
町
を
象
徴
す
る
貿
易
に
携
わ

る
人
た
ち
の
活
気
だ
っ
た
。
中
国
人
を
間
に
す

る
取
引
が
あ
り
、
居
留
地
に
店
を
も
つ
西
洋
人

と
の
取
引
も
あ
る
。
開
港
三
十
年
史
は
、
貿
易

の
実
態
に
か
な
り
の
ス
ペ
ー
ス
を
割
い
て
い

る
。

　
内
外
貿
易
の
拡
大
で
﹆
貿
易
商
の
数
は
増
え

た
が
︑
﹁
た
ぶ
ら
か
す
こ
と
﹂
を
資
本
と
す
る

も
の
﹆
居
留
地
外
商
と
交
渉
能
力
も
な
い
の

に
﹆
た
だ
内
地
の
荷
主
を
苦
し
め
る
者
あ
り
﹆

兵
庫
県
は
明
治
十
二
︵
一
八
七
九
︶
年
二
月
﹆

当
該
商
品
組
合
へ
の
加
入
を
義
務
付
け
る
。
明

治
十
九
︵
一
八
八
六
︶
年
の
調
査
で
﹆
一
定
の

資
本
を
も
つ
有
力
貿
易
商
と
し
て
﹆
元
町
通
か

ら
三
丁
目
の
池
田
清
助
﹆
四
丁
目
山
口
吉
左
衛

門
﹆
六
丁
目
松
本
善
七
の
ほ
か
﹆
北
長
狭
通
﹆

栄
町
通
﹆
海
岸
通
﹆
下
山
手
通
か
ら
四
人
﹆
合

わ
せ
て
七
人
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
明
治
二
十

二
︵
一
八
八
九
︶
年
四
月
﹆
内
外
取
引
慣
行
の

悪
弊
を
改
め
﹆
弊
害
予
防
の
た
め
﹆
商
品
別
に

売
込
業
者
の
組
合
が
発
足
す
る
。
明
治
二
十
四

年
九
月
の
神
戸
商
業
会
議
所
月
報
に
﹁
我
国
開

港
場
に
於
け
る
内
外
取
引
の
実
情
を
知
る
も
の

は
﹆
誰
か
其
の
内
商
の
卑
屈
に
し
て
﹆
外
商
の

乱
暴
な
る
に
驚
か
ざ
る
も
の
あ
ら

ん
や
、
（
略
）
居
留
地
商
館
の
主
人
を
指
し
て

大
将
と
号
し
、
商
館
を
屋
敷
と
称
す
。
（
中

略
）
大
将
と
か
、
屋
敷
と
か
称
す
る
時
は
、
彼

は
ま
す
ま
す
傲
慢
と
な
り
、
靴
も
て
見
本
を
あ

し
ら
う
に
い
た
る
べ
し
」
。
明
治
二
十
六
年
に

は
、
神
戸
輸
出
屏
風
組
合
が
八
月
の
臨
時
総
会

で
、
約
定
品
持
込
授
受
の
際
，
値
引
き
を
強
い

る
う
え
取
り
扱
い
が
乱
暴
な
二
十
二
番
サ
ミ
ュ

ル
サ
ミ
ュ
ル
商
会
と
セ
ー
レ
ス
商
会
に
売
り
込

み
拒
絶
、
な
ど
の
記
述
が
み
え
る
。

　
元
町
一
丁
目
は
、
居
留
地
に
近
い
。
居
留
地

で
の
そ
う
し
た
心
な
い
事
件
を
耳
に
し
て
い
た

に
違
い
な
い
。
外
国
人
と
の
取
引
を
公
平
に
進

め
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
自
由
に
意
思
を
通

じ
合
う
こ
と
だ
。
言
葉
を
学
ぶ
書
籍
の
力
で
取

引
を
応
援
す
る
、
光
吉
の
思
い
に
寄
り
添
っ
た

の
は
弟
の
三
郎
だ
っ
た
。

　
三
郎
も
ま
た
熊
谷
久
栄
堂
に
つ
と
め
て
い
た

が
﹆
退
職
し
て
米
国
へ
わ
た
り
﹆
帰
国
後
の
明

治
三
十
四
︵
一
九
〇
一
︶
年
﹆
岩
本
修
文
堂
を

買
収
﹆
多
聞
通
り
で
川
瀬
三
郎
書
店
を
ひ
ら
い

て
い
る
。
米
国
へ
の
留
学
に
﹆
光
吉
の
後
押

し
が
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。光
吉
は
、教
科
書

関
連
書
物
の
ほ
か
、版
を
か
さ
ね
た「
外
国
貿

易
事
務
研
究
」な
ど
、時
代
が
求
め
る
貿
易
や

言
語
の
世
界
を
ひ
ろ
め
て
い
く
。

　
大
正
七（
一
九
一
八
）年
六
月
、合
資
会
社

と
し
て
登
録
し
た
川
瀬
日
進
堂
は
、事
業
目

的
を
書
籍
雑
誌
の
取
り
つ
ぎ
と
輸
入
販
売
、

と
し
て
い
る
。太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
た
昭

和
十
六（
一
九
四
一
）年
、川
瀬
日
進
堂
は
、言

語
学
の
教
科
書「
簡
明
言
語
学
」を
出
版
、語

学
に
携
わ
る
人
た
ち
に
と
っ
て
頼
り
に
な
る

書
店
だ
っ
た
。

　
昭
和
二
十
年
、元
町
全
域
が
空
爆
に
よ
る

焼
夷
弾
の
餌
食
に
な
っ
た
後
、川
瀬
日
進
堂

書
店
の
名
前
は
元
町
か
ら
消
え
た
ま
ま
で

あ
る
。

　
協
議
会
地
域
を
対
象

に
、自
治
会
や
婦
人
会
、

協
議
会
の
下
部
団
体
な

ど
が
ク
リ
ー
ン
作
戦
を

行
っ
て
い
る
。実
施
の
た

び
お
目
に
か
か
る
の
が

使
い
捨
て
の
ビ
ニ
ー
ル

傘
だ
。生
ご
み
や
荒
ゴ
ミ

の
定
期
収
集
日
に
も
、使
い
終

わ
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
傘
が
何
本

か
み
ら
れ
る
と
い
う
。い
ま
や

ま
ち
の
ど
こ
で
で
も
お
目
に

か
か
る
ビ
ニ
ー
ル
傘
は
、気
楽

に
捨
て
や
す
い
も
の
で
も
あ

る
。使
い
捨
て
ら
れ
た
ビ
ニ
ー

ル
傘
が
、先
日
の
よ
う
な
強
風

に
吹
き
飛
ば
さ
れ
、人
体
め
が

け
て
飛
ん
で
き
た
ら
・・・
。そ

の
破
壊
力
を
想
像
す
る
だ
け

で
身
の
毛
が
よ
だ
つ
、と
思
わ

れ
る
方
は
多
い
の
で
は
な
い

か
。製
造
販
売
す
る
業
界
は
ど

の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る

の
か
、「
公
共
の
場
で
の
使
い

捨
て
ゼ
ロ
対
策
」に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
お
考
え
か
う
か
が

い
た
い
。

◇元町１番街商店街振興組合　℡３３１－７８５０
元町占い市　１１月１４日（水）１２時～１７時
元町１番街水曜市　１１月２１日（水）１０時～１９時
◇元町5丁目商店街振興組合　℡３４１－６８１９
FLAMENCO in MOTOMACHI ５
　１１月１１日（日）①１３時～　②１５時～
◇元町６丁目商店街振興組合　℡３６７－５４７７
モトロク市　１１月１０日（土）１１時～１７時
　（毎月第２土曜日開催）
◇凮月堂ホール（有料）　℡３２１－５５５５
もとまち寄席「恋雅亭」　11月１０日（土）
　　 笑福亭 松五　桂 まん我　笑福亭 遊喬
　　 桂  枝女太　  桂  勢朝　　桂 きん枝
      前売券は10月１１日より凮月堂で発売
◇こうべまちづくり会館ギャラリー（無料）　℡３６１－４５２３
１１月１日（木）～１１月６日（火）
　　第２７回 葦の会展（油彩・水彩・その他）
　１１月８日（木）～１１月１３日（火）
　　第１７回ぐるっぺ「ヒロ」写真展（写真）

　１１月１５日（木）～１１月２０日（火）
　　第４５回 チェリーの会展（油彩・水彩・デッサン）
　１１月２３日（金）～１１月２７日（火）
　　原田利昭 絵画展（油彩）
　１１月３０日（金）～１２月４日（火）
　　透明水彩画教室の仲間展（水彩）
◇元町映画館（有料）　℡３６６－２６３６
１１月３日（土）～１１月９日（金）
『サムライと愚か者』
１１月３日（土）～１１月１６日（金）
『母という名の女』
１１月１０日（土）～１１月２３日（金）
『乱世備忘 僕らの雨傘運動』
『大人のためのグリム童話 手をなくした少女』
１１月１７日（土）～１１月２３日（金）
　　特集「台湾巨匠傑作選2018」
　１１月１７日（土）～１１月３０日（金）
　　『スティルライフオブメモリーズ』
　１１月２４日（土）～１２月７日（金）
　　特集「ベルイマン生誕100年映画祭」
　『ぼけますから、よろしくお願いします。』

編　集　後　記

川
瀬
日
進
堂

書
店
の
話
(17)

　栄町通まちづくり委員会は10月12日（金）10
時から10時30分まで、栄町通を中心に、ゴミ拾
いと不法ビラ撤去、自転車・バイクなどへの不
法駐輪警告チラシ取り付け作業など、栄町通ク
リーン大作戦を実施した。参加者は、（元栄海
三丁目協和会）奈良山喬一、（神戸市役所）坂
田竜一・田中淳也、（兵庫県信用組合）田中祥
平・宮本善弘・城隆輔・常深雅子、（広島銀行）
梅田尚志、（トマト銀行）岡本昭彦、（三鈴マシ
ナリー㈱）水口裕美子・田中梨沙、（大一産業）
高橋美樹子、（㈱神明）嶋花織、（神明倉庫）藤
尾憲弘・米澤彩香、（㈱イーエスプランニング）
藤岡翔義、（佐野運輸）北島幸宏・末松明、（走
水神社）兒嶋英毅、（新光明飾㈱）中川俊・西村
友博・藤田直之・篠原博明・大森貴美子、（佐田
野不動産㈱）佐田野宏之以上、25名のみなさん
でした。毎月第２金曜日午前10時、栄町通６丁
目佐田野不動産前集合の上、実施しています。
お気軽にご参加ください。
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平野義昌

　鈴木商店焼打ち後、新聞報道、言論・政治運動
は大きな転機を迎える。
「大阪朝日」は焼打ち事件を「遺憾」と書きつつ鈴
木攻撃を継続していた。ところが、8月14日、寺内
内閣は騒動拡散防止と治安維持のため米価と米
騒動事件に関する一切の記事を禁止する。新聞
社に禁止令が届いたのは14日夜から15日未明、
15日付け朝刊活字は組みあがっていた。各社は
活字鉛版の当該記事を削って印刷した。
　25日、大阪のホテルで新聞社86社、記者166名
が集まり、「大阪朝日」社長を座長に報道禁止令
に抗議した。警察が集会の模様を報道した「大阪
朝日」同日夕刊記事を問題にした。記事は「史記」
にある故事「白虹日を貫く」を引用して、禁止令は
大日本帝国にとって不吉な兆し、と書いた。故事
は、燕の太子が秦王暗殺の刺客を派遣した時、白
い虹が太陽を貫いて見えたことから、兵乱・革命
の前兆を意味する。政府は批判記事に手を焼い
ていたが、この機会を見逃さなかった。「大阪朝日
」を新聞紙法違反（朝憲紊乱）で告発、発行禁止と
不敬罪で追及する。
　9月、寺内内閣は米騒動の責任を取って退陣し、
国民に人気の高い原敬が首相に就任する。原は
記事禁止令を継続した。「大阪朝日」社長は右翼
暴漢に襲われても、編輯局を叱咤激励した。しか
し、発禁と不敬罪には抵抗できなかった。10月、
社長辞任、編輯局長と社会部長も退社する。新編
輯局長は、「近年の言論すこぶる穏健を欠くものあ
りしを自覚」と自己批判し、「国家の安泰と国民の
幸福」「文化の日進国運の隆昌」「不偏不党、公平
無私、正義人道、穏健妥当」などの編輯綱領を発
表した。裁判の判決は執筆記者と発行人禁錮2ヵ
月。新社長は原首相（法務大臣兼任）に呼び出さ
れ、今後再発なきこと、寛大なる判決であり控訴
しないこと、新綱領の精神貫徹を約束した。註1
　言論機関の敗北である。報道・言論の自由は大
きく後退する。権力側は絶対的な切り札＝朝憲紊
乱・不敬罪を自覚した。やがて治安維持法制定に
進んで行く。
　原は新聞記者から外務官僚になり、大阪毎日
新聞社長を経て、立憲政友会に参加し、1902（明
治35）年衆議院議員当選。平民宰相と言われるが、
ほんとうは盛岡藩士族出身。米騒動を収束し、シ
ベリア撤退、財政再建、軍縮、教育改革を実行し
た。一方、普通選挙に反対するなど大正デモクラ
シーに理解を示さず、政友会の政治資金スキャン
ダルも起きた。弱腰外交を批判する勢力もあった。
21（大正10）年、東京駅で暴漢に襲われ、在職中
に暗殺された最初の首相となる。
　言論界では大正デモクラシーの代表・吉野作
造が民衆に支持されていた。白虹事件で勢いづ
いた右翼団体が吉野を攻撃し、公開討論を開催
する。聴衆が吉野応援に集まった。一般民衆は米
騒動で内閣が退陣したことによって、示威行動の
力を知った。労働運動による権利拡大を求めてい
く。神戸では21（大正10）年の川崎・三菱の大争
議につながる。
　米騒動後、神戸で警察に検挙された者は合計
2034名。うち5年以上の実刑は89名で、未解放部

落民が22名いたことから、騒動の主体は未解放
部落民という説が流れた。
〈……これは未解放部落民が集団的に米の強買
（こわがい）に出たため、一網打尽に検挙されたこ
と、米を黙って持って来れば窃盗罪で微罪であっ
たのに、交渉して安く買ったために強盗罪で重罪
になるなどという事情があったためであり、為政
者側が後には故意に未解放部落民を悪役に仕立
てた形跡がある。民衆運動を限られた一群の人々
の動きのせいにしようという論法である。〉註1
　警察は煽動者として逮捕した者たちについて、
野党や社会主義者との関係を綿密に調べたが、
関連は発見できなかった。註2
　本章（その1）で、米屋の主人が「社会主義者の
仕業」と思い込んだと紹介した。鈴木商店・西川支
配人は温厚なインテリであるが、鈴木批判を繰り
返す「大阪朝日」に対して「社会主義者共」と敵意
を持った。西川は社会主義者を名乗る記者来訪に
危険を感じたし、キリスト教社会主義者・賀川豊
彦の貧民救済活動が行政の信頼を得ていたこと
も気になっていた。社会主義への怯えが広くあっ
た。だが、社会主義者として検挙されたのは先の
記者のみである。彼の罪名は恐喝罪だった。註2
　戦後社会党委員長を勤めた鈴木茂三郎（もさ
ぶろう、1893～1970年）は新聞記者時代に神戸
の米騒動を取材した。後に労働運動に参加した人
物である。1964（昭和39）年の講演で、焼打ち現
場記事で群衆を2万余名と書いたことを記者的誇
張、人数はよくわからなかった、と告白した。シベ
リア出兵と財閥の暗躍にも言及し、財閥系商社社
員から直接米買い占めと輸出を聞いたと証言する
が、物的証拠はない。社会主義者の立場から米騒
動の分析をして、のちの社会運動へのつながりを
述べている。
〈戦争があったから、米騒動があったんだ。これは、
資本主義の特徴ですよ。米は、資本家としては、い
ちばん手っ取り早くもうかる。たたいて買って、つ
り上げて売ればいい〉註1
　社会主義者は米騒動に直接の関わりなさそうだ。
　神戸が開港後、港町として栄え、造船や鉄鋼はじ
め工業が発展し、外部から多くの労働力が流入し
てきた。人口は1897（明治30）年の19万人から
1906（明治39）年34万人を超え、19（大正8）年には
60万人に達している。特に三菱・川崎造船所に近い
湊東区・湊西区（現在の兵庫区）に集中した。註3
　急激な人口増加・都市化は貧困という問題を抱
えた。食であり住である。貧困問題で社会主義者
が動いた、という推理は成り立つ。米の鈴木商店と
不動産管理の兵神館（値上げと厳しい取り立てで
「悪逆非道の代表」と言われた註2）が狙い撃ちに
された理屈もわかる。アジ演説で煽動した者、け
しかけた者、暴走した者もいた。だが、彼らの後ろ
には騒動を支持する多くの群衆がいたのである。
　焼打ち事件は、政治的な思惑が絡んだ不確か
な情報が繰り返されたことによって民衆の切迫し
た不安が暴発した、と言える。鈴木商店や米屋に
はあまりに気の毒な事件だった。
　最後に、鈴木商店と海文堂書店の関係につい
て書いておきたい。海文堂は1925～26（大正14
～15）年に『海事大辞書』（住田正一編、全3巻）と

いう豪華本を出版した。下巻「序」で関係団体・企
業の後援・援助に感謝を表明し、「金子直吉」の名
がある。編者の住田は法学士とあるが、鈴木商店
現役社員。18（大正7）年、東京帝国大学を卒業し
て鈴木入社、金子の秘書を勤めた。金子の著書
『経済夜話』（嚴松堂書店、1924年）の口述筆記も
した。鈴木破綻後も金子の元で整理に奔走した。
退社後は海運・造船界で活動しながら、海事史研
究で多大な業績を残している。この『海事大辞書』
は海文堂が総力をあげて企画・出版したものの、
売れ行きは芳しくなかった。海文堂は倒産の危機
に陥った。以下は私の推測だ。海文堂創業者は海
運業界出身である。海文堂は海事図書出版・販売
で鈴木商店とかなりの取り引きがあったはずだ。
『海事大辞書』は鈴木の支援ありきの出版だった
のではないか。焼打ち後とは言え、鈴木安泰時代
に企画され、住田が編者として取り仕切ったと思
われる。鈴木関連会社や取り引き先の買い上げを
見込んだだろう。完成時、鈴木の経営は四苦八苦
状態である。時期的に付合するだけのこと、証拠
となる資料はない。尚、住田は海文堂から24（大
正13）年に『運賃論』（発行所名、賀集海文堂）を
出版し、35、37、38（昭和10、12、13）年に海事随
筆集を3冊出版（発行所名は35、37年海文堂、38
年海文堂書店）している。
　現在『海事大辞書』は海文堂出版に保存されて
いる。私は海文堂書店在職中の2012（平成24）
年4月に原本を見た。ある団体から寄贈され、すぐ
別の団体に寄贈した。本そのものは神戸市立中央
図書館で閲覧可能だが、表紙は保存のため補強・
改装されてオリジナルの姿ではない。私は原本を
手にした時は鈴木商店との関係に考えが及ばな
かった。原本に触れる機会はもうないだろう。書物
との出会いは誠に一期一会と思い知った次第で
ある。

註1　城山三郎『鼠　鈴木商店焼打ち事件』　文春文庫、1975
年
註2　井上清・渡部徹編『米騒動の研究　第三巻』　有斐閣、
1960年
註3　松原隆一郎『頼介伝』　苦楽堂、2018年

鈴木商店　その4

出来事ファイル

　元町商店街では、会員事業所を紹介する
ショップガイドを作成、広く配布してきた一
方、みなと元町タウン協議会は「港町の歴史
を歩く地図」を作成してきた。元町周辺地域
すべての案内をまとめる方が利用者に便利
と考え、２種類の地図を１冊にまとめて製
作発行、このほ
ど同案内第３
版が完成した。
「元町ショップ
ガイド」と「港
町の歴史を歩
く地図」両面表
紙刷りのため、
異種の地図と
思って２部持ち
去る人も。

■第３版元町商店街ショップガイド

■神明 中国で精米を販売

　協議会地域に唯一鎮座する走水神社は、
元町５・６丁目の氏神として崇敬されている。
マンションの増加で小学生の数も増え、１
昨年から７月の祭日には子供みこしも復活、
にぎわいを見せるようになった。走水神社で
は、元町の氏神として広く知ってもらいたい
と警察に案内板の設置を依頼、このほど栄
町通の信号機の柱を利用して「走水神社」
の案内板が掲出された。

■栄町通に走水神社案内標識登場
　９月１９日（水）、韓国の商店街で商う店
主たちの団体が元町商店街視察に訪れ、パ
ルパローレ４階の会議室で懇談した。店舗
数や若い店主の数、商店街の歴史、取扱品
目、観光客誘致のための方法、地域社会へ
の貢献、店主むけの教育、行政との関係、人
気の商品と店舗、地域住民との交流、空き
店舗情況など、幅広い質問に連合会の近
藤会長が対応した。

■韓国視察団がやってきた

　阪神電鉄の西元町駅に対し、地元ではエ
レベーターの設置を求めてきたが、このほど
阪神電鉄から、工事施工決定の通知があっ
た。エレベーターの地上乗降場は、元町通６
丁目入り口付近に当る中央幹線南側歩道上
になる。工事はこれから準備にかかり完成は
２年後になる。改札内・外共用エレベーター
で、地上から改札口、改札口からホームまで、
２段構えの設計。

■西元町駅 エレベーター設置決まる

　元町ミュージックウイーク開催日の週末
を狙うようにやってきた今年９月の台風。
初体験の天気予報で気をもむ事務局だっ
たが、アーケードのない一部会場だけは中
止になったものの、その他の会場では予定
通り開催した。３丁目風月堂ミュージアム
前の会場では、アーケード下ながら空の見
える会場で、開催日は、終日、大勢の観客
に恵まれ賑わった。

　弊協議会会員でコメ卸最大手の神明は８
月８日、中国遼寧省丹東に設けた精米工場
の稼働開始式典を開いた。同社は、地元農
家と契約、農家が収穫したコメを、もみすり
や異物除去など、精米の各工程で加工状況
を数値化、品質を管理して安全性をアピール
する。食品安全に関する国際認証も取得。品
種や精米日などの生産流通履歴も把握でき
るようにした、という。

■賑わったストリートコンサート

　９月８日(土)、恒例の「こうべ中央救急フェ
ア２０１８」パレードが元町商店街で開かれ
た。６丁目で出発式を行い、消防音楽隊の先
導で１番街に向かって行進した。パレード牽
引役の小学生１４名が、台風警報の発令で
参加できなくなったのは初めてのこと。行進
終了後、一番街の東入り口では，恒例のＡＥ
Ｄ体験など、救急医療に関する相談テーブ
ルが設けられ、にぎわった。

■まちかど救急ステーション

□読者プレゼント
　天和２（１６８２）年、松平直明が越前
大野から明石城に入封して以降、越前松
平家が藩主をつとめました。この時期の
遺物は、瓦や陶磁器をはじめ、武家屋敷
跡や町屋跡から数多く見つかっています。
こうした出土品を通して、城下の変遷や
人々の暮らしぶりを紹介する展覧会です。
鑑賞ご希望の方は、住所・氏名・年齢・本紙へ
のひと言を添えて編
集部まで。先着順で
５組の方にペア招
待券をお送りします。

期間：
11月３日（土・祝）
　～12月19日（日）
会場：
明石市立文化博物館
電話：
０７８－９１８－５４００

　元町６丁目商店街では９月８日(土)、モト
ロク市を開催した。車の片側をオープンにし
た舞台では音楽が、路上では猿回しも登場。
６丁目の中央路上にはさまざま店舗が店を
開き、６丁目全体が賑わった。但し、今年の
９月８日は救急パレードの日と重なり、準備
作業にテンヤワンヤ。元町６丁目商店街で
は、今後、毎月第２土曜日をモトロク市の日
として、１０時～１７時まで開催する。

■第２土曜日はモトロク市

１番街東入り口に設けられた相談コーナー

和蘭陀人人形（長寿院）

遼寧省丹東の精米工場でコメを袋に詰める従業員ら(神戸新聞より)エレベーター乗降場予定地

『海事大辞書』　海文堂

（№18−11）海という名の本屋が消えた（60）
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